






































































































































































































































































































































区と 50 メートルも離れていません。100 メート
ル離れると新宿区という、国境紛争地帯みたいな
ところです。物書きですから、夜の 2 時、3 時ま
で原稿を書いていることがあるので、真夜中の 2
時、丑三つ時に、若い女性が 1 人で携帯電話で
話をしながら坂道を歩いているのに気が付くこと
があります。真夜中に、若い娘がそんなふうに歩
いていけるのは日本だけです。
　先進国は先進国で厳しいし、途上国は途上国で
厳しいです。大体、そんな時間に 1 人で歩きま
せん。あまりにも危険すぎます。銀座辺りでは、
夜 11 時過ぎぐらいに、その辺のクラブから酔っ
たスーツ姿のおやじが 5、6 人で歩いてくるのを
よく見かけます。あそこを外国人と一緒に歩いて
いると、「ガードマンはどの人だ」と必ず聞かれ
ます。でも、日本では、酒場から帰るときにガー
ドマンは雇いません。ところが、外国人の目から
見ると一番危険な状態です。酔っ払って警戒心な
しで、お金や身分証明書、健康保険証、社員証な
どが入っているかばんをぶらぶらさせながら歩い
ている人は、ひったくりのいい的です。5 人まと
めてひったくられます。3 人いようが、4 人いよ
うが、平気で襲ってくるのが外国です。今だけか
もしれませんが、日本みたいに、若い娘が 1 人
でハンドバッグをぶら提げて携帯電話をかけなが
ら歩いている、安全な夜というのは大事だという
ことです。
　最後に、この演題の答えとなるかどうかわかり
ませんが、一つ言うとしたら、これからは一人一
人が本気でものごとを考えていかなければならな
いときになってきます。みんながスマホをやって
いる風景を見て、僕はそう思いました。あれは格
好悪いものですが、本人は格好悪さに気が付いて
いません。
　もう一つ、電車の中で平気で居眠りをしている
人がいます。あれは不用心です。しかも、自分の
荷物が網棚に載っていたりします。ニューヨーク
では、膝の上で持っていてもかっぱらわれる場合
があります。外国では、居眠りなんかしている人
は誰もいません。みんな、緊張感を持って生きて
います。
　電車の中で化粧をしている人や、ものを食べて
いる人もいます。自分の家や職場、学校では身ぎ
れいに格好よくしていたいけど、その中間という、
不特定多数の人がいるところでは、全く誰もいな
いのと同じだと認識しているということです。つ
まり、緊張感がないというか、コミュニケーショ
ンツールがありません。この辺は、今の社会状況
に鑑みた日本人だけのぬるい精神感覚かもしれま
せん。ぬるいのは、世界を知らないからです。も
う少し緊張しなければいけないと、僕は思います。
　もう少し言えば、書物のうえだけでも、もっと
たくさんの世界を知っておくことが、命にもかか
わるし、自分の精神の格好よさにもつながって
いきます。それが、これからの日本人に求められ
る大事なものであり、小さなときから、嫌でも遂
行しなければならない時代になっていくと思いま
す。
　ちょうど 1 時間になりましたので、これで終
わります。ありがとうございました。
